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東京大学大学院農学生命科学研究科 食の安全研究センター 

公益財団法人 全国競馬・畜産振興会 
 



 

JRA 畜産振興事業に関する調査研究発表会 次第 
 

  

 

１ 開 会                            (13:10) 

 

２ 挨 拶                                       （13:10～13:25）15 分 

  

３ 講 演 

（１）今、生産者・消費者に届けたい畜産情報 

～畜産映像情報によるがんばる！畜産による情報提供について～（13:30～14:10）40 分      
公益社団法人 中央畜産会 技師 板東 杏奈 

（事業名：映像を活用した畜産経営高度化技術普及事業） 
（事業実施主体：公益社団法人 中央畜産会） 

 

（２）牛肉のおいしさを評価する方法 

～知覚特性の可視化とおいしさとの関係～         （14:15～14:55）40 分
一般社団法人 家畜改良事業団 家畜改良技術研究所 開発第二課長 佐々木 整輝 

（事業名：牛肉のおいしさ総合評価指数開発事業） 

（事業実施主体：一般社団法人 家畜改良事業団） 

 

（３）家畜慢性感染症の感染源と感染経路の解明 

～豚抗酸菌症とトキソプラズマを例に～          (15:00～15:40）40 分
国立大学法人 岐阜大学 応用生物科学部 准教授 大屋 賢司 

（事業名：家畜慢性感染症の循環実証に基づく対策強化事業） 
（事業実施主体：国立大学法人 岐阜大学） 

 

――――――――――――( 休 憩 )―――――――――（10 分） 

 

（４）馬ふんの燃焼利用に向けた課題と対応 

～馬ふんの肥料やエネルギーとしての有効活用について～   （15:50～16:30）40 分
一般財団法人  畜産環境整備機構 畜産環境技術研究所 研究統括監 道宗 直昭 

（事業名：堆肥利用の困難な馬ふんの燃焼利用調査事業） 

（事業実施主体：一般財団法人  畜産環境整備機構） 

 

（５）福島県産畜産物に対する消費者意識の変化 
～震災から 7年を経過して放射線汚染に関する消費者等 

の意識の変化について～                 （16:35～17:15）40 分
国立大学法人 東京大学大学院 食の安全研究センター長 教授 関崎 勉 

（事業名：福島県の畜産業復興のための消費者調査とリスコミ事業） 
（事業実施主体：国立大学法人 東京大学） 

                       

 

４ 閉 会                               （17:20） 

 
※）各講演 40 分（質疑 5分程度含む）、休憩を 15 時 40 分から 10 分間、閉会は 17 時 20 分となります。 
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今、生産者・消費者に届けたい畜産情報 

～畜産映像情報「がんばる！畜産」による情報提供 

について～ 

 

【講師紹介】 

板東
バンドウ

 杏奈
ア ン ナ

 公益社団法人中央畜産会  

経営支援部（情報）技師 

 

(事 業 名：映像を活用した畜産経営高度化技術普及事業) 

(事業実施主体：公益社団法人中央畜産会) 

 

 

（経歴） 

平成27年３月 東京農工大学大学院共生持続社会学専攻修士課程 修了 

平成27年４月 公益社団法人中央畜産会 採用 

       経営支援部（情報）配属 
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牛肉の美味しさを評価する方法 

～知覚特性のマップ化による総合的な美味しさの評価 

方法について～ 

 

【講師紹介】 

佐々木
サ サ キ

 整
セイ

輝
キ

 家畜改良技術研究所 技術開発部 

開発第 2課 課長  

(事 業 名：牛肉のおいしさ総合評価指数開発事業) 

(事業実施主体：一般社団法人 家畜改良事業団) 

 

（経歴） 

平成10年7月  北海道大学大学院農学研究科 博士後期課程 単位取得退学 

平成10年8月  社団法人家畜改良事業団 家畜改良技術研究所 遺伝検査部 

   研究員 

平成21年4月  同遺伝検査部において検定調査牛の食味成分の測定業務に従事 

平成23年4月  新潟大学大学院自然科学研究科生命・食料科学専攻 博士後期 

課程（社会人特別選抜）入学 

平成26年3月  同課程 修了 博士(農学) 

平成29年4月  組織改編により一般社団法人家畜改良事業団 家畜改良技術 

研究所 技術開発部 開発第二課 課長  

 

（著作等） 

A genetic analysis of meat compositions in Japanese Black cattle: Genetic 

parameters and sex influence. A. Onogi, S. Sasaki, M. Kobayashi, A. Ogino,T. 

Nozaki, K. Kurogi,T. Yasumori, K. Togashi, H. Iwata, Journal of Animaml Breeding 

and Genetics. (2017) Vol.134:373-382 

「牛肉の匂いに及ぼす熟成と加熱調理の影響」小林正人 佐々木整輝，食肉に関する助

成研究調査成果報告書 平成 26 年度 伊藤記念財団研究助成 

・学会発表 

「焼肉の匂い物質の多量抽出法の開発と匂い物質の検討」○小林正人、佐々木整輝、木

村博久 日本畜産学会第１２１回大会  平成 28 年 3 月 29 日 

「分析型官能評価を中心とした牛肉の特性評価と予測法の検討」○佐々木整輝、小林正

人、内山京子 日本官能評価学会 2016 年度大会 平成 28 年 11 月 13 日 

「牛肉の焼肉香気の大量抽出法の改良と精製法の検討」 ○小林正人、佐々木整輝、木

村博久 第 58 回食肉研究会大会、神戸大学、平成 29 年 3 月 30 日 

「焼き牛肉に含まれる揮発性物質の焙焼条件による変化」 小林正人、○佐々木整輝、

内山京子 関東畜産学会第 72 回大会、全国食肉学校、平成 29 年 11 月 10 日 
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「分析型官能評価を中心とした牛肉の特性評価の予測法の開発と嗜好性評価との統合」 

○佐々木整輝、小林正人、内山京子 日本官能評価学会 2017 年度大会 

「牛肉の焙焼香気分析法の開発」 ○小林正人、佐々木整輝、内山京子 第 59 回食肉

研究会大会、東京大学、平成 30 年 3 月 30 日 
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家畜慢性感染症の感染源と感染経路の解明について 

〜豚抗酸菌症とトキソプラズマを例に〜 

 

【講師紹介】 

大屋
オ オ ヤ

 賢司
ケ ン ジ

 岐阜大学応用生物科学部 共同獣医学科 准教授 

(事 業 名：家畜慢性感染症の循環実証に基づく対策強化事業) 

(事業実施主体：国立大学法人 岐阜大学) 

 

 

（経歴） 

1998年4月 北海道大学 獣医学部 卒業 

2002年3月 北海道大学大学院 獣医学研究科 博士課程修了 

  （2001年4月より日本学術振興会 特別研究員DC2） 

2002年4月 日本学術振興会 特別研究員PD 

  （東京大学 医科学研究所） 

2005年4月 岐阜大学 応用生物科学部 助手（助教） 

2009年4月 岐阜大学 応用生物科学部 准教授（現職） 

2010年6月 農林水産省 獣医事審議会 専門委員（併任：2012年6月まで） 

2014年6月 農林水産省 獣医事審議会 専門委員（併任：2016年6月まで） 

現在に至る 

 

（著作等） 

獣医微生物学（第4版），クラミジア門クラミジア網，文永堂出版，2018. 

病原細菌・ウイルス図鑑，クラミジア・宿主間相互作用，北海道大学出版会，2017. 

All about Swine, 豚抗酸菌症の原因菌とその生態について, 51: 33-37, 2017. 

日生研たより，ガーナ共和国の家畜飼育の現状と在来家畜について，62: 92-96, 2016. 

獣医微生物学（第3版），クラミジア，文永堂出版，2011. 
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馬ふんの燃焼利用に向けた課題と対応 

～馬ふんの肥料やエネルギーとしての有効活用について～ 

 

【講師紹介】 

道宗
ドウシュウ

 直
ナオ

昭
アキ

 一般財団法人畜産環境整備機構  

畜産環境技術研究所 研究統括監 

(事 業 名：堆肥利用の困難な馬ふんの燃焼利用調査事業) 

(事業実施主体：一般財団法人  畜産環境整備機構) 

 

 

（経歴） 

昭和48年3月  三重大学農学部卒 

昭和48年3月  農業機械化研究所研究第３部家畜飼養管理・養蚕用機械研究員 

昭和61年10月 生物系特定産業技術研究推進機構（生研機構）研究第３部 

       家畜飼養管理養蚕用機械研究単位 研究員 

昭和63年10月 生物系特定産業技術研究推進機構（生研機構）畜産工学研究       

部 飼養管理工学研究単位研究員 

平成2年4月   生研機構 基礎技術研究部 資源環境工学研究単位主任研究員 

平成7年5月   生研機構 畜産工学研究部 飼養管理工学研究単位主任研究員 

平成15年10月 独立行政法人 農業・生物系特定産業技術研究機構 生物系特       

定産業技術研究支援センター 畜産工学研究部飼養管理工学研

究単位主任研究員 

平成18年1月  同 畜産工学研究部長 

平成18年4月  独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 生物系特        

定産業技術研究支援センター 畜産工学研究部長 

平成22年3月  同センター 定年退職 

平成22年4月 （財）畜産環境整備機構 畜産環境技術研究所 研究開発部長 

平成23年4月  同研究所 研究統括監 

平成26年4月 （一財）畜産環境整備機構 畜産環境技術研究所 研究統括監               

現在に至る 

 

（著作等） 
「畜産環境対策大辞典」（農文協）、畜産環境保全論（養賢堂）、「マニュア・マネージメン

ト」（デーリィマン社）、マニュア・コントロール（デーリィマン社）、酪農、いま環境を

考える（（デーリィ・ジャパン社）、「堆肥化施設設計マニュアル」（中央畜産会）など多

数。論文は家畜ふん尿脱臭装置、畜舎排水浄化処理装置など。 
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福島県産畜産物に対する消費者意識の変化 

～震災から 7 年を経過して放射線汚染に関する消費者等の 

意識の変化について～ 

 

【講師紹介】 

関崎
セキザキ

 勉
ツトム

 東京大学大学院農学生命科学研究科附属食の安全 

研究センター センター長（教授） 

(事 業 名：福島県の畜産業復興のための消費者調査とリスコミ事業) 

(事業実施主体：国立大学法人東京大学) 

 

（経歴） 

1980年4月 農林水産省家畜衛生試験場研究員 

1985年3月 ジュネーブ大学医学部博士助手（併任：1986年9月まで） 

1991年4月 農林水産省家畜衛生試験場研究室長 

2003年9月 内閣府食品安全委員会専門委員（併任：2009年9月まで） 

2006年4月 農研機構・動物衛生研究所 研究チーム長 

2008年7月 東京大学大学院農学生命科学研究科教授（現職） 

2010年4月 東京大学大学院農学生命科学研究科附属食の安全研究セン

ター長（現職） 

2011年1月 厚生労働省薬事・食品衛生審議会専門委員（併任） 

2012年6月 農林水産省獣医事審議会専門委員（併任2015年3月まで） 

2013年4月 厚生労働省薬事・食品衛生審議会部会臨時委員（併任） 

2014年10月 日本学術会議第23-24期連携会員（併任：2020年9月まで） 

現在に至る 

 
 

（著作等） 

「獣医微生物学（第 3 版）」文永堂出版、「微生物の辞典」朝倉書店、「世界の食料・

日本の食料（シリーズ 21 世紀の農学）」養賢堂、「食の安全科学の展開―食のリスク

予測と制御に向けて―」シーエムシー出版、「生食のおいしさとリスク」エヌ・ティ

ー・エス、日本テレビ系「世界一受けたい授業」出演(2012.06.23, 2015.06.20)、テ

レビ朝日系「林修の今でしょ！講座」出演(2017.04.25, 2017.05.13)、テレビ東京「よ

じごじ Days」出演(2017.06.01)その他テレビ出演・雑誌取材等多数 
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